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年頭に思う
姫路経営者協会

会　長 竹 田 佑 一
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　あけましておめでとうございます。　
　皆様には、こころ新たに新年をお迎えになられた
ことと、お慶び申し上げます。
　さて、昨年を少し振り返りますと、新型コロナウ
イルス感染の波が繰り返される中、記録的な円安や
ロシアのウクライナ侵攻による世界的な資源価格の
高騰などで日本経済は逆風にさらされ先行きの不透
明感が増す１年ではなかったでしょうか。ただ足元
を見ますと昨秋からの全国旅行割等の施策により人
の流れに活気が戻りつつあります。主要先進国では、
ワクチン普及などによりコロナ禍によって講じてい
た経済活動の制限措置を緩和、経済活動の再開に伴
いインバウンド需要も戻りつつあります。日本経済
も一進一退の動きとなっておりましたが、国内でも
ワクチン接種の進展により、回復基調は当面続きそ
うな状況です。ただ、我が国経済を取り巻く環境を
世界経済で見ますと米国の失業率上昇、中国のロッ
クダウンと不動産市場の停滞、エネルギー価格の上
昇、人手不足による景気への影響がこれまで以上に
懸念されるといったことも想定されます。
　ポストコロナ・ウィズコロナの中での我が国の重
要な施策のキーワードは、SDG sを念頭にカーボン
ニュートラルの実現、デジタル化、地方創生、少子
化対策、インバウンド需要復活であります。中でも
人口減少・高齢化の進展で働き手を確保し、働き手
の職務遂行能力を高めることで企業収益の増加とそ
れに伴う個人所得の増加につなげることが必要不可
欠で企業の付加価値創出力を高めることが国の重要
課題です。　　　
　一方播磨圏域に目を向けますと、県内の直近の有
効求人倍率は１．４倍と労働者不足が続いており、皆様
におかれましても、労働力不足を懸念されているこ
とと存じます。この状況は、コロナ禍以前と変わっ
ていないのが現状で当地域の潜在的な労働力不足の
解消が喫緊の課題でもあります。

　当協会では、コロナ禍での事業内容の見直し、
WEBによる開催含め新たな形を取り入れて運営し
ております。本年も厳しい状況ではありますが、『地
域と企業の更なる発展に貢献します』を基本方針と
して更に新しい形を模索しながら基本事業や人材確
保・育成に関する事業を会員の皆様と一緒に推し進
めることで地域社会と地域経済の回復と活性化を目
指してまいります。

１．若者就業促進について
　近県の大学生を対象にした播磨圏域企業の見学会
や説明会の実施、遠隔地の大学での出張やWEBでの
セミナー・高校生向け説明会等により、地域を挙げ
て若者への情報発信を行い、人材確保に繋げます。

２．ウィズコロナ時代の新しい働き方支援
　ダイバーシティ経営推進により人材を活かすこと
や、デジタル化推進のための就労者のスキルアップ
が企業の生産性向上に繋がり、新しい働き方改革が
実現できる一つの方策と考えております。ウィズコ
ロナ・ポストコロナ社会が必要とする人材確保と育
成事業を推し進めてまいります。

３．会員相互の交流の促進
　会員企業・団体との情報交換の場の提供や異業種・
会員外企業との交流や新たな事業への取り組みをサ
ポートします。

　当協会は設立以来、一貫して「人」が重要な資源
と考えており、今後も引き続き産官学との連携を密
にして、事業に当たる所存で
ございます。
　本年も、より一層のご理解
とご支援を賜りますようお願
い申し上げ、新年のご挨拶と
させていただきます。
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当協会では、 社会問題（ひきこもり、 い じめ、 青少年犯罪など）の弊害が子どもたちに及び、 ひいては企業の

将来に影響を及ぼす懸念があることから、平成13年に「子どもたちの教育を考える実践研究会」を発足 し、

討論を重ねま した。 そこで、 重要なのが “家庭であり親である” という意見で一致 し、 企業と し てできることは

「親と子のふれあいの場の提供である」と考え、姫路・龍野・太子・福崎地域を中心と した近隣の小学生とその

保護者を招き、平成15年から「親子ふれあいイ ベ ン ト」を開催 し ております 。

第18回を迎える今回（12 /3 土）は、新型コ ロ ナ ウイ ル スのまん延により 3年振りの開催となりま し た。

未だコ ロ ナ禍ということもあり、コ ロ ナ前と内容を変え ての実施となりま し たが 、天候にも恵まれ、18名の親子に

ご参加いただきま し た。

社会貢献活動委員会の委員の方々のご協力のもと、イ ベ ン トを滞りなく終えることができましたので、当日の

お写真とともにイ ベ ン トの一日をご紹介いた します 。

2

2022 年 1 2月3日●土 

当日の様子をご紹介 します 
！

参加親子集合 虞 自己紹介 虞 SDGsカードゲーム 虞 ecoeat姫路二階町店見学 虞 振返り 虞 解散9：00〜13：00

●9：00 参加者集合
　　   イベント主催あいさつ

●9：05 自己紹介

今の社会の状況について考えていこうと思った。

地球の生活をもっと大事にして、自分や他の人のことも考えていきたい。

SDGsカードゲーム（2030 SDGs）と
は、一般社団法人ココデラボが開発し
たSDGsの17の目標を達成するため
に、現在から2030年までの道のりを
体験するゲームです。
「なぜSDGsが私たちの世界に必要な
のか」、そして「それがあることによっ
てどんな変化や可能性があるのか」を
体験的に理解するためのゲームです。

ゲームの公認ファシリテーターで衆
議院議員の住吉寛紀氏にボランティ
アとしてご参加いただきました。

●9：20～10：50
　SDGsカードゲーム体験
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参加した小学生の感想

●11 ：00～11 ：20
　ecoeat 姫路二階町店へ向けて移動

●11 ：20～12：00
　ecoeat姫路二階町店　店舗見学
ecoeat姫路二階町店 代表の高峰さんと
店長の岩井さんに食品ロス・フードロス
についてご説明いただきました。

●見学後、お買物タイ ム！

●終了、解散！

Title:P02-03 特集.eca Page:3  Date: 2022/12/16 Fri 18:48:11 



4

お知らせコーナー

　１１月１７日木に『２０２３年度 姫路市政への要望書』、１１月２５日金に『２０２３年度 中播磨県民センターへの要望書』を提出
いたしました。
　２０２３年度については、“ウィズ・コロナ”を念頭にした新しい働き方が更に進行する中でも、地域への労働力不足は
大きな課題の一つであることから、採用支援策と地域活性化のための人的資源の育成・有効活用、キャリアアップに
重点を置いた取り組みを推進していくため、当協会と更なる連携ができればと考え、事業支援、協働体制の構築をさ
らに強化いただくよう要望しています。

中播磨県民センターと姫路市へ要望書を提出

中播磨県民センターへの要望内容姫路市への要望内容

1． 地域の活性化に向けた若者の積極的人材確保活動
（1） 理工系等大学生対象の「企業見学バスツアー」・「大

学出前セミナー」の継続実施と拡充支援
（2） 高校の就職・進路指導担当者と企業の採用担当者と

の懇談会の継続実施
（3） 「大学生インターンシップ推進事業」の拡充支援
2． 産官学・家庭が一体となった人材育成と就業者の教育支
 援
（1） 企業内教育指導者の育成事業への支援
（2） 中小企業のエンジニアの育成研修
（3） 「社会人基礎力養成講座」の他大学・高校生への水

平展開への支援
3． 働き方改革の定着とダイバーシティ経営推進の支援
（1） 働き方改革に不可欠な生産性向上のための土壌づく

りへの支援
（2） 働き方の多様化に対応した環境整備への支援
4． 未来社会に向けてSD Gs活動の取り組み支援
（1） 企業が SD Gsに取り組むことのメリットの更なる情

報発信
（2） 採用活動につなげる播磨圏域企業（特に中小企業）

のSD Gsの取り組みを高校生、大学生へ発信
（3） 地球温暖化対策の取り組みの開示と中播磨企業への

啓蒙
5．活気と賑わいのある中はりまの基盤整備の推進
（1） 都市の価値を高める広域交通網の整備に関する応急

対策の実施
（2） 姫路駅周辺の規制緩和と観光資源の融合による観光

産業等への貢献

1． 地域の活性化に向けた若者の積極的人材確保活動
（1） 理工系大学生対象の「企業見学バスツアー」・「大学

出前セミナー」の継続実施と拡充支援
（2） 高校の就職・進路指導担当者と企業の採用担当者と

の懇談会の継続実施と拡充支援
（3） 「大学生インターンシップ推進事業」の拡充支援
（4） 姫路しごと支援センターのデジタル化推進への支援
2． 産官学・家庭が一体となった人材育成と就業者の教育支
 援
（1） 企業内教育指導者の育成事業への支援
（2） 中学生および保護者を対象とした企業研究会開催
（3） 中小企業のエンジニアの育成研修
（4） 「社会人基礎力養成講座」の他大学・高校生への水

平展開への支援
3． 働き方改革の定着とダイバーシティ経営推進の支援
（1） 働き方改革に不可欠な生産性向上のための研修事業

への参画
（2） 働き方の多様化に対応した活動への積極的な支援
4． 未来社会に向けてSD Gs活動の取り組み支援
（1） 企業が SD Gsに取り組むことのメリットの更なる情

報発信
（2） 採用活動につなげる播磨圏域企業（特に中小企業）

のSD Gsの取り組みを中学生や高校生、大学生へ発
信

5． 活気と賑わいに満ちてきた姫路駅周辺の活用
（1） 姫路駅周辺の規制緩和の推進
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　会社設立４０周年を機に、ドコモショップ運営・NT T 情報端末の販売施工
事業に加え、新たな事業としてシミュレーションゴルフスタジオ・カフェ
事業、「COCO_de GOLF ＆ C AFE」（ココでゴルフ）を１１月７日に開業。
３つのブース（内１ブースは左打席有）を擁し国内外１４０コースのラウンド
モードと、ドライバーからアプローチ・パターまで練習可能な練習モード
を備えます。完全会員制で店舗での受付なしで入会・
予約・入館・入室までスマートフォンで可能です。
　カフェを併設し、ゴルフの後の食事や珈琲等もお愉
しみいただけます（カフェは会員様以外のご利用も
可）。姫路城の西の「ココで！」ゴルフが楽しめる場に、
とご来場をお待ちいたしております。
HP  https://cocodegol f.com
店舗所在地：姫路市岡町４０‐２２

セールスポイント

設立40周年を機に新分野（シミュレーションゴルフスタジオ＆カフェ）への挑戦

会社概要  

●代表者名　石川　博貴
●所 在 地　姫路市佃町６８番地
●TEL．０７９‐２２３‐６５００　F AX．０７９‐２２３‐３１２１
●ホームページアドレス　https://www . idech- cor p. jp
●設　　立　１９８３年１０月１１日

●資 本 金　１，０００万円
●事業内容 NTTdocomo運営代理店（ドコモショップ運営）
 NTT西日本販売委託店
●取引先・販売先　株カナデンテレシス、株ミライトワン、他
 　　　個人・法人顧客
●取扱商品・製品　NTTdocomo・NTT西日本 製品及び NWサービス

株式会社ア イデック

カフェスペース完全個室のゴルフブース

店舗外観

股関節のいたみ

姫路市医師会
スポーツ医学
委員会

長 久 浩 明

うこともあります。
　治療は年齢・原因疾患・進行度・生活社会環境によっ
て異なってきます。保存的治療と手術治療があり、進行
度の高い症例や低くても疼痛強く立位歩行困難な症例に
は手術治療を勧めます。骨切り術と人工股関節置換術が
あり、症例に応じて適時選択します。
　進行度の低い症例や環境上入院手術ができない症例に
は保存的治療を勧めています。薬物療法（鎮痛剤・貼付
剤）を疼痛緩和目的に行うことがありますが、運動療法
も有用な治療に位置づけされています。水中歩行・エル
ゴメーター運動・臥位や座位での大腿四頭筋・殿筋他の
筋力強化訓練と股関節周囲のストレッチ運動です。臥位
で膝を体幹へ引き寄せたり、座位で両足裏を合わせて膝
を床方向に押す等の方法があります。軽めのヨガもいい
方法の１つかと思います。これらにより股関節の可動域
拡大と安定性が得られ、疼痛の緩和、日常生活動作の向
上につながります。
　早期発見・早期治療が大切です。？と感じたら専門医
を受診してみて下さい。

　変形性関節症といえば、まずは膝関節を思い浮かべる
のではないでしょうか。
　手指関節に発症するへバーデン結節もご存知かと思い
ますが、股関節にも同様の所見を認めることがあります。
　股関節は体幹と下肢をつなぐ関節で、疼痛や可動域制
限が生じると、立ち上がり・しゃがみ込み・歩行等の日
常生活動作に悪影響を与えます。また膝関節や足関節に
も影響を及ぼすとの報告もあります。発症の原因は、解
剖学的には先天性股関節脱臼・発育性臼蓋形成不全・二
次性変形性股関節症（加齢による）があり、危険因子と
して肥満・重量物を扱う職業・しゃがみ込み立ち上がり
動作が多い等があり、食生活の欧米化も関連があるので
はないかと言われています。初期症状は足の付け根やお
尻・膝の上部にこわばった重だるい感じがあり、歩き始
めや長時間の座位・歩行・階段昇降で痛みを感じ受診さ
れる方が多いです。
　男女比では女性に多く、有痛性発症年齢は平均５０歳と
の報告があります。診断はレントゲン検査でほぼ確定で
きますが、進行度を精査する上でCT検査・MRI検査を行

Title:P05 会員ミニ紹介.eca Page:1  Date: 2022/12/15 Thu 10:15:31 
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創業100 年を超える蔵元とし て
目まぐ るしく変化す る社会情勢の中でも
常に新たな挑戦にチャレンジし続け る
株 本田商店 代表取締役社長
 本 
ほん

 田   龍祐  氏にお話をお伺いしました。
だ りゅうすけ

研究生として、土の研究を開始しました。研究途中で三代
目が亡くなり、現在は私がその意志を継いで研究を行って
います。
　また私の代（五代目）では、酒米の品種改良を行いまし
た。 １２年かけてやっと今年 「神力（しんりき）」（※２） と 「山
田錦」を掛け合わせた新種の酒米「神龍錦（しんりゅうに
しき）」を完成させました。
　“山田錦の柔らかさ”と“神力の酸”が合わさったらソフ
トで酸のあるしっかりしたお酒ができるのではと思い、着
手しました。これは、“病気に強い”等の一般的な品種改良
にみられる農家主体の考えではなく、酒蔵主体として味を
想像することから始めました。

 経営理念 

　私が社長に就任してから当社にとって一番大事なものは
何かを考えました。その結果、当社の一番核の部分であり、
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株式会社本田商店

経歴
姫路市生まれ姫路市育ち。東京の大学へ進学。大学卒業後、
株本田商店へ入社。入社後すぐに東京の会社へ出向。出向先
でお酒の歴史・文化を書籍化する仕事に携わる。２０２１年代表
取締役社長に就任。

 会社概要 

　当社は、初代が小売酒屋を営んでいたところから始まり
ました。ほどなくして網干駅から近いこともあり、貨物列
車の積み荷であるお酒を引き取り、周辺の酒屋さんに卸す
酒の問屋になりました。その後、近くの米蔵の管理もさせ
ていただいていたことで地主からお米を提供いただき、ま
た龍野のカネヰ醤油から清酒製造権利を貸していただき、
１９２１年に「龍力」の醸造を開始しました。
　主に戦時中であった二代目の時代では、キリンビールの
特約店となり、事業拡大を行いました。お酒の仕事として
は、下請けとして灘五郷のお酒を造る仕事をしていました。
　三代目は、日本吟醸酒協会を設立し、初代理事長を務め
ました。吟醸酒のパイオニアとして、それまでお燗で飲む
ことが当たり前だった日本酒を“冷やして飲むこと”を全
国に広めました。その後、１９８５年に初めて『大吟醸龍力　
米のささやき』が全国新酒鑑評会で金賞を受賞しました。
　私の父である四代目の時代には、より美味い酒造りにこ
だわりました。そこで、原材料であるお米にこだわり山田
錦の特Ａ地区（※１）の中でも、さらに優良地区「秋津」で
日本初の農家との契約栽培を行いました。複数の地区から
仕入れたお米を使っていると、それぞれの味が異なること
に気づき、その違いを追求するために三代目が京都大学で

※１：お米の評価の中でも最高の評価を受けた地区　　※２：酒米の一種、酒造好適米

本田商店の100年の歩み

「米の酒は米の味」

『龍力テロワール』
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 将来の抱負 

　今年からジンの生産にも取り掛かりました。これは、２
年前コロナ禍で消毒用アルコールが世間で品薄になった際
に山田錦からアルコールを造ったことがきっかけです。今
までお酒を造っていて「おいしかった」と言われることは
ありましたが、初めて「ありがとう」と感謝されました。
命に関わることで感謝されたことはなかったので、非常に
嬉しかったです。その時はたまたま焼酎用に作っておいた
アルコールがあり、転用できましたが、今後そのような有
事の際に商品化しておかなければ、いざ対応できないとい
うことで細く長くでも続けておかなければならないと思い
ました。たまたま縁あってジン好きな人が入社したことも
あって、アドバイスを貰いながら作っています。
　また現在、第二弾的に新たに蒸留酒部門を創設し、山田
錦を使ったハイボールも手掛けていて、２０２３年にリリース
したいと考えています。当社らしいお米にこだわったもの
ができればと思っています。

　今は年間の目標生産本数として５５万本を目指していま
す。
　これは姫路市民に１本行き渡る計算です。５５万人の中に
は子供の人数も含まれていますが、配給レベルで考えて姫
路市民全員に行き渡る数に設定しています。それくらいで
ないと地酒と言えないと私は考えています。
　姫路・播磨の地酒と言えば「龍力」と誰もが分かる地酒
にしたいと思っています。現在、海外でも生魚を食べるよ
うになったことから１５ヵ国に出荷していますが、エリア的
な拡大展開というよりは、まずは姫路・播磨の地域に行き
渡り、その次に他県、その次に海外くらいにしか考えてい
ません。
　この地でこの地のお米を使ってこの地域に根差したお酒
を造ることの重要性や意味を考えてやっていきたいと思っ
ています。

先代たちが大事にしてきた“最高の素材を使って酒造りを
すること”だと考えました。この部分はいかなることがあっ
ても変えてはならないと思っています。むしろこの核の部
分さえ変えなければ、他の部分は変わってしまっても良い
と思っています。
　我々は楽しみを売る商売ですので、お客様に喜んでもら
えるよう「米の酒は米の味」という信念のもと酒造りを行っ
ています。そのためにも最高の素材を使い続けるという覚
悟を持って取り組んでいます。

 業界の動向につ い て 

　業界の動向で言うと、コロナ前の２０１９年の売上にはまだ
まだ遠く厳しい状態です。やっと今年、２０１９年の８割くら
いまでは回復してきましたが、あと２割届きません。業界
では好況になると醸造酒が動き、不況になると蒸留酒が動
くと言われており、２０１８年・２０１９年は、好景気に向いてき
ていた時で、銀座で開くシャンパンの数が過去最高だった
と言われています。ですので、そんなコロナ前の売上に戻
るにはまだまだ厳しいです。
　コロナ前は、お酒は大人数でワイワイガヤガヤしながら
「何を飲んでいるの？」と会話が広がるアイテムでしたが、
今は自宅で一人で飲む時世になってしまい、コロナ禍でお
酒の楽しみ方が変わってきたことも売上が戻らない原因の
一つです。
　また今年になってからは電気代が値上がりしてまた別の
問題も出てきています。当社は加工業者で、素材業者と小
売業者の板挟みなっていますので、すぐさま価格転嫁しづ
らいという悩みもあります。

 従業員教育 につ い て 

　これは働き方改革の一環でもあったのですが、部署間の
垣根をなくそうと取り組んでいます。今までは、酒屋で働
いていても直接お酒造りに関わっていない部署はお酒のこ
とを聞かれても詳しくない状態でした。それでは、私とし
ても少し悲しいなと思い、皆が等しくお酒のことに詳しい
ようになってもらうように、少しずつ部署間の垣根をなく
すために働きかけています。具体的には、全員の働く時間
帯を一緒にして部署間の人の移動を可能にしました。そう
することで、出荷の人も製造に入ったりしてお酒のことに
ついて学んでもらっています。
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所在地：〒６７１‐１２２６ 姫路市網干区高田３６１‐１
ＴＥＬ：０７９−２７３−０１５１
ＵＲＬ：https://www.taturiki.com

会
社
概
要

未だ厳 しく、新たな悩みも

新たなジャン ルへの試み

お酒に詳 しくなるため、部署間の垣根をなくす

姫路・播磨の地域にある蔵元と し て

オンラインショップはこちらから
　→ https://taturiki.shop - pro.jp
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中間管理職の
 楽 しみ方
～組織の成長を支え る
 リ ーダ ーの想い・葛藤～

　今回は中間管理職と し て、上司と部下の両方と関係性
を構築し、自職場の リ ーダ ーと し て、業務を遂行される
方々に“中間管理職”という立場だからこそ感 じられ る
や り がいや“中間管理職の存在意義”などについてお話し
いただきま した。
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サ ワダ精密株式会社
製造部 単品係 係長
ヨネスカＰチーム
チームリーダー兼任

中須賀　亮 氏
大学卒業後、１年ほど別会社で
の経験を経て、２５歳でサワダ精
密㈱に入社。現在１６年目。入社
当初から製造部に所属し、機械
加工を担当。社員が増えるに伴
い、上司とともに製造部の組織
作りに貢献し、チームリーダー
となり、２０２２年１１月にチーム
リーダー兼任の係長となる。

株式会社イボキン
総務人事部 係長

寺脇　由真 氏
大学卒業後、㈱イボキンへ入社。
入社当初は経理担当となり、そ
の後、総務人事部へ異動。２０２０
年に係長となり、現在に至る。
主な業務としては社員の勤怠管
理、給与計算、保険の手続きな
どの人事関係の仕事を中心に総
務系の仕事まで幅広く担当して
いる。

司会　姫路経営者協会
広報委員会 委員

松本　浩 氏
（姫路信用金庫 経営企画室 室長代理）

永井産業株式会社
営業業務部 課長

鎌谷　佳奈 氏
食品会社での営業経験を経て、
２０１２年に永井産業㈱に入社。現
在１１年目。入社当初から営業部
に所属し、紙の納品から製本業
務まで担当している。２０２０年に
主任となり、２０２２年７月に課長
となる。

司会：現在の役職に任命された時の気持ち、そして、現在、
その気持ちに変化はありますか？変化があれば、どのよう
な変化ですか？

中須賀：私が所属する製造部には８チームあり、それぞれ
にチームリーダーがいます。以前は、その上に係長のポス
トはなかったのですが、お客様や仕事が増えるに伴い、社
員も増え、組織の見直しを行った際、まとめる存在が必要
ということで、単品係５チームの係長として任命いただき
ました。
　当初はうれしい反面、心配と不安がすごくありました。
５名のチームリーダーをいかにまとめていくのか、そもそ
も係長の仕事とは何か？という不安が大きかったです。そ
こから数か月たった今、仕事の内容は大きく変わっていま
せんが、一番感じるのは、部下からの相談事の中身が変
わったということです。深く考えないといけないこともあ
り、大変だなと感じています。ですが、会社から“頑張れ
外”と選んでもらったので、頑張りたいです。
　また、チームリーダーも兼任していることからチーム
リーダーの仕事をメンバーに任せたりすることもあります
が、任せることでメンバーの成長にも繋がり、良い影響を
与えていると思います。

当初はうれしい反面、心配と不安が あったが
今は部下の成長に良い影響を与えられ ている
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鎌谷：私の部署には１５名ほどの社員がおり、ポジションと
しては部長・次長・課長・係長・主任・副主任があります。
私は２年前から主任をしており、２０２２年７月に課長となり
ました。 任命されたときは、 次は係長だと思っていたので、
課長と言われ、正直、「荷が重い外」というのが本音でし
た。というのも課長は管理職の第一歩だと思うので、自分
自身が現場に出て仕事をしながら、人の管理ができるのか
とすごく不安でした。
　現在は、以前と変わらず現場へ出ているので、自分自身
のことで精一杯な部分もありますが、自分がやってきた経
験を元に部下の相談に乗ったり、アドバイスできるように
なることが自身の課題だと思い、相談事は一緒に解決する
ように取り組んでいます。心境の変化としてはより一層責
任を感じているところです。

寺脇：任命された時は、私に務まるのかなという気持ちが
大きかったです。誰かの上に立つことを望んでたわけでも
なく、責任が増えるということもあり、怖い気持ちもあり
ましたが、上司から「そんなに気負わず、今のままやって
くれたらいいよ」と言っていただいて、肩の荷が下りたの
を今でも覚えています。
　現在２年が経過し、振り返ってみると、上司に言っても
らったようにそこまで気負う必要はなかったなと思いま
す。少し楽観的ですが、役職のあるなしに関わらず、自分
がやるべきことをしっかりやることが大切だと感じていま
す。

司会：業務を遂行する上で課長・係長として心掛けている
ことは何ですか？

鎌谷：私は営業部としてお客様に販売をする立場ですが、
そこに至るまでに裁断や配送など陰で支えてくれるメン
バーがもちろんいますので、営業部だけでなく、会社全体
でコミュニケーションがとれるよう、悩み事を相談しても
らいやすい雰囲気を作るようにしています。せっかく今の
ポジションを与えてもらったので、私が聞けることであれ

ば聞いて、自分自身が橋渡しをできるような環境作りをし
たいと思っています。
　また、各部署の悩み事を聞いて、自分が動くことで解決
するのであればと、現場補助に入るなどして現場作業も
行っています。私自身、人見知りでとにかく沈黙が怖い人
間なので、逆におしゃべりなのですが、現場では相手との
共通点を見つけようとか、分からないところを教えてもら
おうというスタンスでメンバーとは会話をするようにして
おり、職場のコミュニケーションができていると自負して
います。
　

寺脇：既存のやり方に捉われずに何か改善できるところは
ないかなど、柔軟な視点で仕事を見ていくことを心掛けて
います。少し前の例でいうと給与明細を紙から電子へ変更
しました。
　当社はもともと紙で給与明細を配布していたのですが、
私が給与担当をした際、毎月たくさんの給与明細を印刷し
て折って、部署ごとに分けて郵送して…という作業に疑問
を感じ、給与明細の電子化のシステムを提案し、導入する
ことができました。 業務の効率化に繋がるよう、 日々、 様々
な視点で仕事を見るように心掛けています。

中須賀：心掛けていることは“断らない”ということです。
お客様の中には納期や値段に対して要望が厳しいところも
多いのですが、基本は断らず、どうしたらできるかを考え
ています。引き受けた内容によっては、現場で渋い顔をさ
れることもありますが、一緒に考えて、何とかお客様の要
望に応えられるよう、みんなで知恵を絞るようにしていま
す。特に、新しい取引先については、信頼関係を作るうえ
で、要望に応えるということが大事だと思っています。

司会：課長・係長としてやりがいを感じる瞬間はどんな時
ですか？また、悩み・葛藤はありますか？

寺脇：係長としてのやりがいかどうかは分かりませんが、
難しい仕事が無事に終わった時が一番やりがいを感じま
す。難しい仕事を任せていただけるのも私のことを信頼し
てくれているとプラスに考え、日々業務をしています。
　悩みや葛藤は、私も人とコミュニケーションを取るのが
得意な方ではなく、総務人事部という部署柄、部内だけで
はなく、全社員とコミュニケーションを取って仕事してい

当初は荷が重い！と思っていたが 、
今は自分の経験を活かし、
部下と一緒に解決す るよう取り組ん でいる

当初は自分に務まるか心配だったが 、
上司の言葉で肩の荷が下 り、
今は自分のやるべきことに集中できている

柔軟な視点で仕事を見るように心掛けている

仕事は断らず 、どう し たらできるかを考え る

自分を信頼 し て依頼 し てくれた仕事が
無事に終わったときにや り がいを感 じ る悩み事を相談し てもらいやすい雰囲気作りを

心掛けている
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かないといけない中で、コミュニケーションに対する苦手
意識は致命的だなと認識しているのですが、そこをどう乗
り越えていこうかというところが課題だと認識していま
す。

中須賀：部下の成長を見るとやりがいを感じます。自分に
関してよりも一緒に頑張ってくれる部下に喜んでもらえる
ことが自分の喜びに繋がるので、一緒に成長することが１
番のやりがいになっています。
　悩み・葛藤は自身のチーム以外からの相談に対して、ま
だまだ知識が浅く、上司に相談することもあり、すぐにア
ドバイスができていないなと感じるところです。あとはま
だ感覚が現場に近いので、視点が現場寄りになりすぎてい
る感じがしています。
　

鎌谷：私はルート営業ですので、部下が担当する得意先が
元々は私の得意先ということもあり、相談も自分の経験を
元にしたアドバイスで後日「うまくいった」と嬉しそうな
笑顔で報告してくれるとやりがいを感じます。また、私は
製本などの現場も経験しているので、営業だけでなく、い
ろんな相談をしてきてくれるということは頼りにされてい
るのかなとやりがいを感じています。
　葛藤・悩みですが、私も仕事を抱えがちな部分があるの
で、部下のモチベーションをあげつつ、自分の仕事を振り、
気持ちよく動いてもらうことが今後の課題だと思っていま
す。

司会：企業にとって中間管理職はどのような存在だと感じ
ますか？

中須賀：会社が向かう方向に部下をうまく導くのが課長・
係長の役目だと思っています。
　仕事をしていると厳しい納期に対応したり、受注が重な
り、夜勤が増えたりして不満が溜まることがありますが、
なぜ今大変な時期なのかを会社の夢や目標を分かりやすく
共有し、モチベーションが上がるよう伝えることが中間管
理職の存在意義だと思います。

鎌谷：言葉にすれば簡単ですが、上司・部下の関係をス
ムーズにする緩衝材・柔軟剤のような存在でありつつも、
スパイス的な存在かなと感じています。社内ではトップと
一般社員がコミュニケーションを直接取ることがないの
で、間に入り、上からや下からの相談事をうまく柔軟剤の
ように揉んで流してあげるのが中間管理職の役割だと思い
ます。
　ただ、自分自身も流されてしまうと決断ができなくなる
ので、自分の経験を踏まえて決断をして指示をすることが
自分の役割だと思います。
　

寺脇：上司と部下の間に立っているというところで、部下
の気持ちももちろん分かりますし、上司の気持ちも分かる
部分もあるので、部内の調整役だと思います。両方のバラ
ンスをうまく取りながら、後輩を引っ張り、上司を支えて
いける役として会社になくてはならない存在だと思うの
で、自分自身もそうなっていきたいと改めて感じていま
す。

司会：それぞれに苦労や悩みがあるものの、これまでの経
験を活かし、会社や部下、そして自分自身を成長させるた
めにプラス思考で行動されていることを強く感じました。
これらを糧に、次の新たなステップに向けて頑張ってくだ
さい。
　本日はお忙しいところ、ありがとうございました。

会社の目標を共有 し、
部下のモチベーションが 上が るよう伝え ることが
中間管理職の存在意義

部署のバラン スを取りながら、後輩を引っ張 り、
上司を支え る存在

上司・部下間の緩衝材・柔軟剤になりつつも、
スパイ ス的な存在

部下が自分のア ド バイ ス で
仕事がうまくいった様子をみ てや り がいを感 じ る

部下が仕事で喜ん でいる姿をみると
や り がいを感 じ る
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　日本の企業、研究機関等が保有す
る高度な技術情報等は、諸外国の情
報収集活動の対象となっています。
そのため、機微な技術情報等を保有
していれば、組織の規模にかかわら
ず、合法・非合法を問わず狙われる
可能性があります。
　技術情報等の流出の影響は、自社
の損失だけでなく、取引先をはじめ
とする関連企業にも及ぶ上、日本の
技術的優位性の低下を招くなどし
て、日本の独立、生存及び繁栄に影
響を与えかねません。また、流出し
た技術情報等が軍事転用され、世界
の安全保障環境に懸念を与えるおそ
れもあります。

　警察では、産学官連携による技術
情報等の流出防止対策を推進すると
ともに、関係機関との連携を緊密に
し、流出に対する情報収集・分析及
び取締りを強化することで、先端技
術を含む技術情報等の流出を効果的
に防止しています。
　例えば、警察は、技術流出防止に
向けた対策の一環として、企業等を
訪問し、検挙事例に基づく具体的な
手口に係る情報を提供するなどして
注意喚起を行うとともに、各種相談
や不審情報等の通報を依頼していま
す。
　皆さんが不審な動向や情報等を少
しでも把握された場合は、遠慮なく
警察に対して情報提供や相談を行っ
ていただきますようお願いします。

猿日本の事例
外国からの誘致：2020年10月、大阪府警は、大手化学メーカーの元社
員が外国企業の社員とSNSを通じて知り合い、営業秘密を漏えいしたと
して、不正競争防止法違反（営業秘密侵害）で検挙しました。

サイバー攻撃：2021年4月、警視庁は、2016年から2017年までの間、日本のレンタルサーバの偽名契約を行った
として、中国共産党の男を検挙しました。本件捜査等を通じて、同レンタルサーバ等がJAXAを含む約200の組織に
対するサイバー攻撃に悪用され、その攻撃には、中国解放軍を背景に持つサイバー攻撃集団が関与した可能性が高い
ことが判明しました。
猿海外の事例
2020年1月、米司法当局は、ハーバード大学科学研究部門教授を虚偽陳述で逮捕しました。この教授は「千人計画」
に参加して中国側から報酬や研究資金を受け取っていたにもかかわらず、当該事実の開示を行わず、不正に米国政府
から助成金を受給していました。

※警察では、技術流出防止に向けた対策の一環として、検挙事例に基づく具体的な手口に係る情報を提供するなどの注意喚起や、各種相談や不
審情報等の通報を依頼するため、企業等の訪問を行っています。企業の皆様におかれましては、訪問の際にはご理解とご協力をお願いします。

提供：兵庫県警察姫路警察署 警備課外事係

猿幅広い情報活動
SNSの利用：偽の企業名と女性名で科学メーカーの社員に働き掛け、タッチパネル電子材料に関する技術情報を入手
猿サイバー攻撃
海外拠点を経由：日本の防衛関連企業の海外拠点サーバに侵入した上で日本国内のシステムを攻撃

猿諜報工作
謝礼・脅し・隠蔽：流出事実の発覚を防ぐきわめて巧妙な手法・プロの「ス
パイ」の心理操作テクニック（一度餌食になると離脱が困難）を使用。
　例）発覚しない持出方法の教示、指示に従うしかないと思われる状況
　　　の創出

11

流出防止対策の重要性 産学官連携の推進 FBIによる啓発動画
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太
平
工
材
株
式
会
社

代
表
取
締
役

平
位
稔
之

ス
テ
ン
レ
ス
・
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

専
門
商
社

ア
ユ
ミ
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

阿
部
英
之

真
空
技
術
で
社
会
に
貢
献
す
る

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業

株
式
会
社 
昭
和
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

代
表
取
締
役

城

守

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ら
お
任
せ
を

日
鉄
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社

日
本
最
大
の
総
合
試
験
分
析
会
社

執
行
役
員

瀬
戸
内
事
業
所
長

池
松
陽
一

株
式
会
社 
広　

築

代
表
取
締
役
社
長

中
林　

康

各
種
工
業
炉
・

新
素
材
開
発
実
験
炉
の
設
計
・
施
工

株
式
会
社 
ニ
チ
リ
ン

代
表
取
締
役
社
長
執
行
役
員

前
田
龍
一

自
動
車
用
ホ
ー
ス
の

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

戸
崎
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

戸
崎
寿
人

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
塗
装
で
世
界
を
彩
る

米
谷
紙
管
製
造
株
式
会
社

代
表
取
締
役

米
谷
啓
和

ボ
イ
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、
ス
リ
ー
ブ
及
び

シ
ー
ト
用
巻
芯
の
製
造
卸

こ
め

た
に

ひ
ろ

か
ず

三
木
弘
鋼
材
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

三
木
成
文

常
に
未
来
を
見
つ
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、

あ
ら
ゆ
る
ニ
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ま
す

代
表
取
締
役
会
長

三
木
弘
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有
限
会
社 
市
場
印
刷

代
表
取
締
役

高
島
泰
輔

地
球
に
優
し
い
森
林
認
証
紙
で

Ｓ
Ｄ
Ｇ 
ｓ 
ス
タ
ー
ト

ホ
テ
ル
日
航
姫
路

総
支
配
人山

田　

篤

地
域
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る

ホ
テ
ル
を
目
指
し
ま
す

丸
魚
水
産
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

鎌
谷
一
磨

謹
賀
新
年

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

兵
庫
信
用
金
庫

理
事
長園

田
和
彦

ひ
ろ
げ
ま
し
ょ
う

心
と
心
の
お
つ
き
あ
い

株
式
会
社 
吉
田
組

代
表
取
締
役
社
長

壺
阪
博
昭

和
顔
愛
語

常
盤
堂
製
菓
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

天
野　

治

西
日
本
一
堅
い
か
り
ん
と
う
も
製
造
外

株
式
会
社 
ウ
エ
ダ

代
表
取
締
役
社
長

上
田
達
也

一
致
団
結

代
表
取
締
役
会
長

上
田
正
邦

Title:P12-29 名刺交換.eca Page:2  Date: 2022/12/20 Tue 09:54:30 



（順不同）

13

飾
東
電
機
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

加
藤
智
佳
子

顧
客
の
動
脈
と
な
り

明
る
い
未
来
へ
の
道
筋
を
創
り
出
す

三
相
電
機
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

黒
田
直
樹

社
是
『
愛
と
感
謝
と
積
極
性
』

飾
磨
海
運
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

水
田
裕
一
郎

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
＆
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
で

次
代
を
創
造
外

姫
路
魚
類
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

長
澤
靖
明

ヘ
ル
シ
ー
で
豊
か
な
食
生
活
に

貢
献
し
ま
す

株
式
会
社 
丸
共
商
店

代
表
取
締
役

伊
賀
千
恵
子
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だ
も
の
を
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し
て
お
客
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と
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話

有
限
会
社 
共
立
工
事

代
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取
締
役

梶
浦
雅
丈

設
計
、
製
作
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据
付
、
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テ

工
事
の
一
括
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請

株
式
会
社 
ハ
マ
ダ

代
表
取
締
役
社
長

帽
田
泰
輔
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な
技
術
で
、

社
会
に
貢
献
し
ま
す

ぼ
う

だ

た
い

す
け

山
陽
特
殊
製
鋼
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

宮
本
勝
弘

私
た
ち
は
「
高
信
頼
性
鋼
」
を

提
供
し
ま
す

株
式
会
社 
北
村
工
務
店

代
表
取
締
役
社
長

北
村
聡
一
郎

ご
縁
に
感
謝
鎧

ヤ
ス
ダ
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

安
田
喜
昭

自
販
機
を
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じ
て

憩
い
の
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を
お
届
け
致
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ま
す

姫
路
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機
材
料
株
式
会
社

代
表
取
締
役

松
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卓

拡
が
る
Ｆ
Ａ
事
業
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～
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業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
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は
人
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あ
り
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保
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労
務
士
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人

　
　

庄
司
茂
事
務
所
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保
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・
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士
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社
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社 
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る
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式
会
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取
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」
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社
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社
長
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田
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也
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ザ
ー
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役
会
長

津
田
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雄
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工
業
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合

代
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暢
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会
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プ
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ト
機
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メ
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ー

西
日
本
衛
材
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

合
田
康
人
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の
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は

当
社
に
お
任
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だ
さ
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鎧

一
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社
団
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姫
路
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会

会　
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次
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療
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健
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の
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を
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輸
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式
会
社
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取
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役
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長
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秀
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と
の
共
生

姫
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ル

支
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本
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二
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を
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い
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す
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式
会
社  
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取
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正
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姫
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秀
彰

こ
こ
ろ
を
運
ぶ
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便
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ラ
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式
会
社
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役

井
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と
共
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刷
株
式
会
社
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役

藤
塚
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次
郎

お
か
げ
さ
ま
で
、

創
業
七
十
周
年
を
迎
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イ
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役
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長
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役
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社
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役

岸
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外
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社

代
表
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役
社
長
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剛
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Ｓ
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ー
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工
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も
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姫
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式
会
社

あ
な
た
の
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、
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鎧
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表
取
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社
長
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弘
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業
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社

代
表
取
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長
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生
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で
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来
の
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を
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ト
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式
会
社
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表
取
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役
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隆
嗣

「
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」
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ス
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表
取
締
役
社
長
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男
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を
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と
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健
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を
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元
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播
州
倉
庫
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

小
原
俊
彦

春
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に
向
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、

定
温
倉
庫
を
増
床
中
で
す

兵
庫
西
農
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長

福
本
博
之

笑
顔
と
夢
に
満
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た
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農
と
生
活
を
創
造
し
ま
す

株
式
会
社
西
松
屋
チ
ェ
ー
ン

代
表
取
締
役
社
長

大
村
浩
一

お
子
様
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
の

暮
ら
し
を
豊
か
に

株
式
会
社 
泉　

平

代
表
取
締
役
社
長

泉　

周
作

「
食
」
は
、
人
を
つ
な
ぐ
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ス
タ
ッ
フ
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式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

井
浪
謙
祐

人
材
を
御
用
命
の
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だ
さ
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コ
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ッ
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役
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磨
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_de
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ク

代
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締
役

石
川
博
貴

姫
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子
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の

プ
ロ
フ
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ッ
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る
大
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事
長上

田
正
一
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福
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工
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社
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表
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締
役
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創
業
百
年
余

「
物
作
り
の
解
る
商
社
」と
し
て
活
動

岡
野
食
品
グ
ル
ー
プ

岡
野
食
品
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

パ
ン
と
い
っ
し
ょ
に

幸
せ
い
っ
ぱ
い
運
び
ま
す

代
表
取
締
役
社
長

岡
野
吉
純

一
般
財
団
法
人

京
都
工
場
保
健
会　
姫
路
事
務
所

企
業
の
健
康
診
断
は

お
任
せ
く
だ
さ
い

会　

長丸
中
良
典

株
式
会
社 
マ
イ
ン
ズ

代
表
取
締
役
社
長

矢
野
卓
也

価
値
あ
る
時
間
で
未
来
を
か
た
ち
に

株
式
会
社 
姫
路
エ
ー
ビ
ー
シ
ー
商
会

代
表
取
締
役
社
長

小
原
竜
夫

ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
構
築
は

お
任
せ
下
さ
い

パ
イ
オ
ニ
ア
精
工
株
式
会
社

代
表
取
締
役

黒
田
純
市

金
型
設
計
・
製
作

精
密
板
金
加
工
・
プ
レ
ス
加
工

マ
ス
タ
ー
シ
ー
ド
経
営
相
談
室

中
小
企
業
診
断
士

中
庭
基
司

ツ
ボ
に
効
く
小
さ
な
一
手
で

大
き
な
成
果
を

姫
路
地
域
雇
用
開
発
協
会

会　

長井
村
在
宏

播
磨
地
域
に
密
着
し
た
企
業
合
同
説
明
会

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ 
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ａ 　
　
　
　
　

ク
ミ
ア
イ
化
学
工
業
株
式
会
社

龍
野
工
場

い
の
ち
と
自
然
を
守
り
育
て
る

工
場
長宮

澤
哲
也

株
式
会
社 
平
野
組

代
表
取
締
役

平
野
勝
也

あ
ら
ゆ
る
道
路
環
境
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

感
動
会
社 
楽
通
株
式
会
社

代
表
取
締
役

田
村
慎
太
郎

お
か
げ
さ
ま
で
、　

周
年

１５

株
式
会
社 
モ
リ
シ
タ
ハ
ウ
ス

代
表
取
締
役

森
下
誉
樹

家
族
が
健
康
で
仲
良
く
な
る

家
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
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（順不同）

17

株
式
会
社 
新
宮
運
送

代
表
取
締
役

木
南
一
志

株
式
会
社 
サ
ラ
ト

代
表
取
締
役

福
田
裕
一

株
式
会
社 
飯
塚
鐵
鋼

代
表
取
締
役
社
長

矢
野　

健

株
式
会
社 
神
崎
組

代
表
取
締
役
社
長

神
崎
文
吾

大
洋
興
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

原
田
公
弘

濱
中
製
鎖
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

濱
中　

剛

姫
路
信
用
金
庫

理
事
長三

宅
知
行

播
州
信
用
金
庫

理
事
長和

田
長
平

株
式
会
社 
カ
マ
タ
ニ

代
表
取
締
役

鎌
谷
正
弘

日
本
電
研
工
業
株
式
会
社

糴
川
惠
司

糴
川
英
毅

代
表
取
締
役
社
長

取
締
役
会
長

平
位
興
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

平
位
宜
規

大
和
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

岡
田
兼
明

株
式
会
社 
豊
洋
商
会

代
表
取
締
役

豊
住
格
治

株
式
会
社 
ア
ス
ノ

代
表
取
締
役
社
長

大
塚
善
基

株
式
会
社 
宮
崎
商
店

代
表
取
締
役
社
長

宮
崎
雅
彰

ウ
シ
オ
電
機
株
式
会
社 
播
磨
事
業
所

播
磨
事
業
所
長

金
子
俊
夫
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（順不同）

18

ヤ
ヱ
ガ
キ
酒
造
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

長
谷
川
雄
介

オ
ー
エ
ス
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

山
田
重
樹

岡
上
運
輸
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

岡
上
一
彦

グ
ロ
ー
リ
ー
プ
ロ
ダ
ク
ツ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

香
山
俊
彦

株
式
会
社 
イ
ン
フ
ラ
プ
ラ
ス

代
表
取
締
役
社
長

中
島
誠
一
郎

日
伸
運
輸
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

大
谷
幸
司

大
栄
運
輸
株
式
会
社

代
表
取
締
役

東　

成
吉

株
式
会
社 
三
木
組

代
表
取
締
役

三
木
健
義

富
士
グ
ロ
ー
ブ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

福
本
博
行

株
式
会
社 
兵
庫
県
臨
床
検
査
研
究
所

専
務
取
締
役

岩
本
泰
秀

株
式
会
社 
金
田
組

代
表
取
締
役

金
田
敏
郎

株
式
会
社 
ユ
メ
ッ
ク
ス

代
表
取
締
役

千
木
慶
隆

ヤ
マ
サ
蒲
鉾
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

名
田
和
由

播
陽
証
券
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

大
森
信
保

ツ
ボ
サ
カ
機
鋼
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

壷
阪
康
裕

株
式
会
社 
イ
チ
ロ
ウ
産
業

取
締
役
専
務

船
田
大
二
郎
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（順不同）

19

三
浦
正
志

支
店
長

日
鉄
テ
ッ
ク
ス
エ
ン
ジ
株
式
会
社

広
畑
支
店

日
本
丸
天
醤
油
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

延
賀
海
輝

伊
賀
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

伊
賀　

広

株
式
会
社 
山
陽
百
貨
店

代
表
取
締
役
社
長

高
野　

勝

富
士
物
産
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長

奥
村
眞
人

代
表
取
締
役
社
長

猿
渡
康
隆

株
式
会
社 
ダ
ス
キ
ン
播
磨

橋
本
年
一

代
表
取
締
役
社
長

代
表
取
締
役
会
長

橋
本
一
磯

ナ
ガ
セ
ケ
ム
テ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

藤
井　

悟

ス
タ
ー
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

星
本
昌
俊

川
平
電
機
株
式
会
社

代
表
取
締
役

川
平
穣
哉

栗
原
紀
泰

ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー

東
芝
デ
バ
イ
ス
＆
ス
ト
レ
ー
ジ
株
式
会
社

姫
路
半
導
体
工
場

網
干
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

田
中
惣
一
郎

株
式
会
社 
洋　

行

代
表
取
締
役

長
濱
昭
吾

日
鉄
建
材
株
式
会
社

広
畑
製
造
所 
所
長

平
山
憲
司

株
式
会
社 
ヤ
ス
ナ
設
計
工
房

代
表
取
締
役
社
長

山
口　

健

立
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

井
上
浩
二

原
田
労
務
管
理
事
務
所

特
定
社
会
保
険
労
務
士

原
田
順
子

特
定
社
会
保
険
労
務
士

原
田
昌
志
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（順不同）

20

河
部
鋸
刃
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

河
部
康
伸

株
式
会
社 
宗　

行

代
表
取
締
役

藤
本
俊
明

第
一
ゴ
ル
フ
株
式
会
社

専
務
取
締
役

入
江
道
弘

吉
岡
一
博

代
表
取
締
役

エ
ミ
ス
株
式
会
社

テ
ラ
ッ
ソ
姫
路

ア
ー
ク
ハ
リ
マ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

柴
田
耕
作

株
式
会
社 
帝
国
電
機
製
作
所

代
表
取
締
役
社
長

頃
安
義
弘

株
式
会
社 
H
・
R
・
C

代
表
取
締
役

馬
場　

隆

ム
ツ
ミ
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役

島
津
秀
伸

ま
ね
き
食
品
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

竹
田
典
高

株
式
会
社 
ノ
バ
ッ
ク

代
表
取
締
役
社
長

立
花　

充

佐
和
鍍
金
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

佐
和
吉
敬

平
錦
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

勝
間
功
雄

株
式
会
社 
宮
本
組

代
表
取
締
役

宮
本
活
秀

松
田
土
木
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

内
海　

勉

日
東
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

黒
田
久
子

株
式
会
社 
Ｊ
Ｔ
Ｂ 
姫
路
支
店

支
店
長熊

谷
泰
伸
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（順不同）

21

有
限
会
社 
金
川
鐵
工
所

代
表
取
締
役

金
川
富
康

株
式
会
社 
Ｉ
Ｈ
Ｉ

相
生
事
業
所
長

牛
込
智
章

東
洋
経
済
調
査
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
島
弘
久

後
藤
博
章
経
営
労
務
管
理
事
務
所

特
定
社
会
保
険
労
務
士

後
藤
博
章

田
中
和
徳

三
菱
電
機
株
式
会
社 
姫
路
製
作
所

所　

長

株
式
会
社 
播
磨
リ
ビ
ン
グ
新
聞
社

代
表
取
締
役

埴
岡
三
人

株
式
会
社 
本
條
商
店

代
表
取
締
役
社
長

本
條　

潔

蔦
機
械
金
属
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

蔦　

昌
樹

株
式
会
社 
ヤ
カ
グ
ル
ー
プ

代
表
取
締
役

大
西　

敦

株
式
会
社 
塚
本
電
気
設
備

代
表
取
締
役
社
長

塚
本
高
嗣

代
表
取
締
役
副
社
長

塚
本
恭
央

株
式
会
社 
警
備
ひ
ゃ
く

代
表
取
締
役
社
長

細
野
友
克

ア
ン
サ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

山
本
清
美

播
州
建
材
株
式
会
社

小
原
直
人

代
表
取
締
役

姫
路
大
同
青
果
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

木
谷
憲
一

株
式
会
社 
や
よ
い

代
表
取
締
役
社
長

五
嶋
淳
夫

株
式
会
社 
寳
角
ギ
ヤ
ー

代
表
取
締
役
社
長

寳
角
雅
之
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（順不同）

22

白
鷺
特
殊
鋼
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

徳
平
裕
二

株
式
会
社 
創
芸
社

代
表
取
締
役

岸　

雄
一

シ
オ
タ
ニ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

塩
谷
宜
数

山
陽
色
素
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長

齋
木
俊
治
郎

常
盤
電
機
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

常
盤　

充

大
セ
メ
運
輸
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

大
橋
正
彦

野
村
證
券
株
式
会
社 
姫
路
支
店

支
店
長櫻

井
大
輔

日
鉄
物
流
広
畑
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

岩
本
芳
昭

ダ
イ
ネ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

増
田
哲
彦

Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証
券
株
式
会
社

姫
路
支
店

支
店
長宇

佐
美
慶
太

ハ
マ
ダ
税
理
士
法
人

代
表
社
員
税
理
士

公
認
会
計
士

濱
田　

聡

公
認
会
計
士

濱
田　

聡

濱
田
経
営
会
計
事
務
所

　

姫
路
経
営
者
協
会
経
理
顧
問

龍
田
紡
績
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

龍
田
信
一

株
式
会
社 
平
井
工
業

代
表
取
締
役

市
川
新
吾

株
式
会
社 
東
洋
機
械
製
作
所

代
表
取
締
役
社
長

森　

勇
人

瀬
戸
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

立
花
義
宏
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（順不同）

23

株
式
会
社 
マ
ル
ツ
ネ

代
表
取
締
役

瀬
川　

徹

株
式
会
社 
日
本
テ
ッ
ク

代
表
取
締
役

稲
澤
英
孝

Ｗ
Ｄ
Ｂ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

中
野
敏
光

ア
イ
ベ
ス
テ
ク
ノ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

梅
田
晶
久

永
井
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長

永
井
敬
裕

代
表
取
締
役
社
長

林　

叔
子

フ
ジ
プ
レ
ア
ム
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

松
本
倫
長

岡
本
孝
康

代
表
取
締
役
社
長

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
ワ
ー
ク
ス

池
田
電
機
株
式
会
社

株
式
会
社 
1
1
7

代
表
取
締
役
会
長

山
下
宗
吉

代
表
取
締
役
社
長

山
下
裕
史

大
阪
ガ
ス
株
式
会
社

姫
路
地
区
支
配
人

高
月
和
義

株
式
会
社 
日
東
社

代
表
取
締
役

大
西
雅
之

福
伸
電
機
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長

宮
内
康
伴

代
表
取
締
役
社
長

宮
内
健
三
郎

グ
ロ
ー
リ
ー
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

小
林
祥
展

姫
路
合
同
貨
物
自
動
車
株
式
会
社

北
野
耕
司

代
表
取
締
役
社
長

代
表
取
締
役
会
長

藤
田
弘
一

佐
藤
精
機
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

佐
藤
慎
介

高
浜
酸
素
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

高
浜
充
治

株
式
会
社 
デ
ー
ビ
ー
精
工

代
表
取
締
役

小
岩　

満
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24

サ
ワ
ダ
精
密
株
式
会
社

取
締
役
会
長

澤
田 

一

代
表
取
締
役
社
長

澤
田
洋
明

美
樹
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

岡
田
尚
一
郎

株
式
会
社 
ユ
ー
パ
ッ
ク

代
表
取
締
役

小
倉
優
一

ブ
ン
セ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

田
中
智
樹

株
式
会
社 
ア
ー
ト
テ
ッ
ク

代
表
取
締
役

辻　

幸
次
郎

株
式
会
社 
サ
ン
テ
ェ
ム

代
表
取
締
役

黒
田
俊
行

株
式
会
社 
ヒ
メ
プ
ラ

代
表
取
締
役
社
長

村
角　

昇

代
表
取
締
役
会
長

村
角
伸
一

株
式
会
社 
フ
ェ
ス
タ

代
表
取
締
役
社
長

竹
田
佑
一

昭
和
瀝
青
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

濱
本
博
司

シ
ョ
ー
ワ
グ
ロ
ー
ブ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

近
藤
修
司

浜
屋
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

濱
田
明
彦

梶
原
敏
樹

株
式
会
社 
梶
原
鉄
工
所

代
表
取
締
役
社
長

菱
南
電
装
株
式
会
社

代
表
取
締
役

児
島
生
也

株
式
会
社 
カ
シ
タ
ニ

代
表
取
締
役

樫
谷
輝
夫

播
磨
国
総
社 
射
楯
兵
主
神
社

宮　

司西
本
和
俊

龍
野
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

西
田
快
人
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サ
ン
ユ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長

山
口
博
之

代
表
取
締
役
社
長

濱
田
裕
貴

（順不同）

25

日
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
同
組
合

代
表
理
事永

井
多
津
美

理　

事手
島
美
行

ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ー
プ
協
同
組
合

代
表
理
事山

口
博
之

理　

事杉
本
勝
代

山
口
和
也

代
表
取
締
役

株
式
会
社 
S
B
C

S
B
C
姫
路
日
本
語
学
院

株
式
会
社 
マ
ル
ア
イ

代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長

藤
田
佳
男

浅
田
化
学
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

朝
倉　

悟

ダ
イ
ナ
ッ
ク
ス
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

安
達　

裕

但
陽
信
用
金
庫

理
事
長桑

田
純
一
郎

ヒ
メ
ジ
理
化
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長

梅
景
久
史

代
表
取
締
役
社
長

赤
錆　

充

株
式
会
社 
井
上
鉄
工
所

代
表
取
締
役
社
長

井
上　

修

グ
ロ
ー
リ
ー
シ
ス
テ
ム
ク
リ
エ
イ
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

上
野　

悟

横
田
石
油
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

横
田
昌
彦

山
野
印
刷
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

山
野
正
豊

第
一
生
命
保
険
株
式
会
社 
姫
路
支
社

姫
路
支
社
長

柿
原
正
明

西
芝
電
機
株
式
会
社

取
締
役
社
長

高
辻
哲
二

塩
谷
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長

塩
谷
宜
資
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（順不同）

26

グ
ロ
ー
リ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

三
和
元
純

ヒ
ガ
シ
マ
ル
醤
油
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

竹
内
宏
平

代
表
取
締
役
会
長

淺
井
昌
信

株
式
会
社 
小
野
設
計

取
締
役
会
長

牛
島
和
果

代
表
取
締
役
社
長

大
西
久
樹

原
鉄
工
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長

原　

孝
史

桃
井
製
網
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

桃
井
一
光

大
和
証
券
株
式
会
社 
姫
路
支
店

支
店
長辻

田
貴
志

廣
田
倫
久

執
行
役
員
工
場
長

株
式
会
社 
マ
ン
ダ
ム福

崎
工
場

株
式
会
社 
イ
ボ
キ
ン

代
表
取
締
役

高
橋
克
実

み
ず
ほ
証
券
株
式
会
社姫

路
支
店

支
店
長大

森
祐
治

日
本
ポ
リ
マ
ー
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

荒
川
和
清

御
国
色
素
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

黒
田
耕
司

取
締
役
会
長

黒
田
博
文

株
式
会
社 
タ
ー
ン

代
表
取
締
役

黒
田
基
仁

株
式
会
社 
大
岡
酸
素
商
会

代
表
取
締
役
社
長

黒
川
哲
夫

執
行
役
員
所
長

横
山
嘉
則

産
業
振
興
株
式
会
社広

畑
事
業
所

小
野
高
速
印
刷
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長

小
野　

徹

代
表
取
締
役
社
長

鶴
田
秀
明

有
限
会
社 
高
石
印
刷

代
表
取
締
役

高
石
博
行

Title:P12-29 名刺交換.eca Page:16  Date: 2022/12/20 Tue 14:41:16 



27

（順不同）

株
式
会
社 
本
田
商
店

代
表
取
締
役

本
田
龍
祐

神
戸
医
療
未
来
大
学

学　

長都
築
明
寿
香

株
式
会
社  
日
本
触
媒  
姫
路
製
造
所

執
行
役
員
所
長

横
井
時
浩

株
式
会
社 
清
交
倶
楽
部

代
表
取
締
役
社
長

西
脇
康
雄

株
式
会
社 
サ
ニ
ー
テ
ッ
ク

代
表
取
締
役

坂
口　

均

藤
岡
税
理
士
事
務
所

税
理
士藤

岡　

保

所
長
税
理
士

藤
岡
昌
平

齊
藤
鋼
材
株
式
会
社

相
談
役齊

藤
淳
泰

代
表
取
締
役
社
長

多
田
正
彦

田
邉
浩
平

株
式
会
社 
き
ん
で
ん
姫
路
支
店

執
行
役
員

支
店
長

正
幸
堂
印
刷
株
式
会
社

代
表
取
締
役

中
島
裕
之

虹 
技 
株
式
会
社

取
締
役
社
長

山
本
幹
雄

海
老
原
順
二

姫
路
営
業
支
店
長

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本 
兵
庫
支
店

ビ
ジ
ネ
ス
営
業
部

株
式
会
社 
ミ
タ
チ

代
表
取
締
役

清
水
雅
文

株
式
会
社 
浜
田
運
送

代
表
取
締
役

濱
田
長
伸

株
式
会
社 
城
洋

代
表
取
締
役

角
田
城
治

ば
ん
し
ん
リ
ー
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

永
久
千
里

エ
ス
ケ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

金
城
裕
満
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（順不同）

ニ
ュ
ー
サ
ン
ピ
ア
姫
路
ゆ
め
さ
き

総
支
配
人豊

田
昌
也

株
式
会
社 
ア
ン
ド

代
表
取
締
役

小
野
義
直

株
式
会
社 
旭
ノ
本
金
属
工
業
所

代
表
取
締
役

田
路
和
男

専
務
取
締
役

田
路
一
生

坂
元
電
気
株
式
会
社

代
表
取
締
役

坂
元
宣
之

社
会
福
祉
法
人　
あ
い
お
い
福
祉
会

理
事
長南

條　

登

株
式
会
社 
大
川
石
材

代
表
取
締
役

大
川　

淳

タ
イ
コ
ー
展
装
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

岡
本
哲
侍

松
田
労
務
管
理
事
務
所

所　

長松
田
美
生

岸
本
木
材
株
式
会
社

創
業
者

会　

長岸
本
隆
明

日
本
通
運
株
式
会
社  
姫
路
支
店

支
店
長吉

本
哲
也

姫
路
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

樽
谷
篤
明

ハ
ヤ
カ
ワ
電
線
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

早
川
雅
弘

川
久
保
陽
一

代
表
取
締
役
社
長

セ
ル
デ
ィ
ア

株
式
会
社　
三　

商

西
芝
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

棚
田
俊
男

有
限
会
社 
松
本
保
険
設
計

代
表
取
締
役

松
本
和
也

株
式
会
社 
坪
田
工
務
店

代
表
取
締
役
社
長

坪
田
充
治
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（順不同）

29

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
紙
上
名
刺
交

換
に
つ
き
ま
し
て
、
多
数
ご
賛
助
賜

わ
り
、
誠
に
あ
り
が
た
く
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

尚
、
事
務
局
よ
り
の
新
年
の
ご
挨

拶
は
、
本
紙
上
を
も
っ
て
か
え
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

姫
路
経
営
者
協
会

　
 
会　
　

長 

竹
田　

佑
一

　
 
副
会
長 

岡
田　

兼
明

　
　

〃　
　

林　
　

叔
子

　
　

〃　
　

梶
原　

敏
樹

　
　

〃　
　

牛
込　

智
章

　
　

〃　
　

田
中　

和
徳

　
　

〃　
　

立
花　

義
隆

　
　

〃　
　

壷
阪　

康
裕

　
 
専
務
理
事 

伊
藤　

恵
介

●
事
務
局
職
員
一
同
●　

新
年
明 
け
ま
し
て

お 
め 
で 
と
う 
ご 
ざ 
い
ま 
す

三
栄
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

芦
田
雄
二

は
り
ま
税
理
士
法
人

代
表
社
員
税
理
士
・
公
認
会
計
士

服
部
和
幸

三
木
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

橋
本
雅
彦

総
合
自
動
車
株
式
会
社

代
表
取
締
役

田
路
加
代
子

今
村
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

今
村
信
子

児
玉
誠
樹

事
業
所
長

三
菱
電
機
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
株
式
会
社

姫
路
事
業
所

医
療
法
人 
佑
健
会 
木
村
病
院

理
事
長木

村
泰
之

姫
菱
テ
ク
ニ
カ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

中
垣
伸
幸

山
路
晋
也

支
配
人

株
式
会
社 
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

た
つ
の
市
国
民
宿
舎　
志
ん
ぐ
荘

セ
ン
ト
ラ
ル
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

山
水　

満

株
式
会
社  
セ
ン
ト
ラ
ル
サ
ク
セ
ス

代
表
取
締
役

山
水
千
恵
子

株
式
会
社 
正　

徳

代
表
取
締
役

正
徳
英
俊
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適格請求書発行事業者の
登録等 に関す る免税事業者への
経過措置の延長等 につ い て

税事業者選択届出書の提出は要しません。つまり、適格請求書発行
事業者の登録申請手続きのみで手続きが完了することとなります。
経過措置の適用期間外に登録申請をする免税事業者は、課税事業者
選択届出書を提出する必要があります。
　この場合、適格請求書発行事業者となる課税期間の初日の前日か
ら起算して１月前の日までに、登録申請書を提出しなければならな
いので注意が必要です。

（４）経過措置における留意点
　上記（１）、（２）のいずれの経過措置の適用によって適格請求書発
行事業者に登録した場合であっても、登録日から課税事業者となるこ
と、課税事業者選択届出書の提出が不要である点に違いはありません。
　しかし、令和５年１０月１日の属する課税期間以外に登録を受けた場
合には、登録日の属する課税期間の翌課税期間から登録開始日以後２
年を経過する課税期間までの各課税期間においては、納税義務は免除
されないこととなります。一方、令和５年１０月１日の属する課税期間
に登録を受けた場合においては、上記のような２年縛りの取扱いはあ
りません。

（５）簡易課税制度選択届出書の提出に係る特例
　経過措置の適用を受ける事業者が、登録日の属する課税期間中に簡
易課税制度選択届出書を提出した場合には、その課税期間の初日の前
日に消費税簡易課税制度選択届出書を提出したものとみなされ、その
課税期間から簡易課税制度の適用ができることとなります。
　いずれにしても免税事業者の適格請求書発行事業者の登録について
は早めに判断することが大事になります。

免税事業者の適格請求書発行事業者への登録について教えてく
ださい。

免税事業者の適格請求書発行事業者への登録については、課税
期間の中途であったとしても登録を受けた日から課税事業者に
なることができる経過措置が設けられています。この経過措置

が令和４年改正により延長されました。しかし、この改正により、経
過措置の取扱いにおける違いが生じています。その実務上の留意点を
確認しておく必要があります。

（１）令和４年改正前の経過措置
　令和５年１０月１日の属する課税期間中に登録を受けた場合には、登
録日から適格請求書発行事業者（課税事業者）となります。

（２）令和４年改正による経過措置
　令和５年１０月１日から令和１１年９月３０日までの日の属する課税期間
においても登録日から適格請求書発行事業者（課税事業者）となりま
す。

（３）免税事業者の登録申請における課税事業者選択届出書
①原則
　免税事業者の適格請求書発行事業者登録については、原則的には、
課税事業者選択届出書を提出して課税事業者になる必要がありま
す。

②例外
　登録日が経過措置の適用を受ける課税期間中である場合には、課

姫路経営者協会 経理顧問
ハマダ税理士法人
代表社員税理士 公認会計士

濱 田　 聡

30

Ｑ

Ａ

相続土地国庫帰属制度の概要

　具体的には、①建物の存する土地、②担保権又は使用収益を目的と
する権利が設定されている土地、③通路その他他人による使用が予定
される土地（墓地、境内地、通路、水道用地など）、④土壌汚染対策法
上の特定有害物質により汚染されている土地、⑤境界が明らかでない
土地等所有権の存否、帰属又は範囲について争いがある土地に該当し
ますと、対象外となります。境界が明らかでない山林については、こ
の場合は⑤に該当してしまうため、本制度の対象外となります。
　それ以外にも、①崖地、②車両や樹木などの残置物がある土地、③
地下埋設物等がある土地、④隣人などとの争訟が必要な土地などにつ
いては、審査の結果、国の承認がなければ本制度の対象になりません
ので、注意が必要です。

３．負担金の納付
　国による上記のような要件を審査の結果、本制度の対象土地として
承認された場合、当該土地の性質に応じた標準的な管理費用を考慮し
て算出した１０年分の土地管理費相当額の負担金を納付する必要があり
ます。
　なお、負担金の算定の具体例としては、宅地や田、畑、雑種地など
については原則として２０万円が必要となります。但し、都市計画法の
市街化区域又は用途地域が指定されている地域などの一部の市街地に
ついては、面積に応じ算定されますので、２０万円以上の負担金となる
可能性はあります。

私は父親から相続した土地を所有していますが、十分な管理が
できず、困っています。第三者に売却したいのですが、買主も
なかなか見つかりません。土地を国庫に帰属させることはでき

ないでしょうか？

従前は、相続した土地を国が引き取る制度はありませんでし
た。しかし、実際には土地を望まず取得した相続人の負担感が
増しており、管理の不全化を招いてしまっているのが現状でし

た。このような経緯から、相続した土地を国庫に帰属させることがで
きるような制度が創設されました（以下、相続土地国庫帰属制度と申
します）。同制度は、令和５年４月２７日から施行されます。以下、制度
の概要をご説明いたします。

１．「相続」した土地であること
　まず、前提としてその土地が相続又は遺贈により取得した土地であ
ることが必要です。建物は対象外ですし、売買や贈与により取得した
土地についても対象外となります。

２．対象外の土地ではないこと
　次に、すべての相続土地が本制度の対象になるわけではありません。
例外として、「通常の管理又は処分をするに当たり過分の費用又は労力
を要する土地」については本制度の対象外とされています。

はりま法律事務所
弁護士　加 藤 恵 一

Ｑ

Ａ
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先日、労働基準監督署の監督官が来られ労務管理や安全
衛生管理の調査を受けました。当社は日頃から法令違反
がないよう努力しているのですが、労働基準監督署はど

のような基準で調査する事業場を選んでいるのでしょうか。

１．予告なしにやって来る
　労働基準監督署（以下「労基署」と言います。）の監督
官が事業場に立ち入って書類や現場を調査したり関係者

に質問したりすることを「臨検監督」と言います。臨検監督は
労働基準法１０１条、労働安全衛生法９１条等の法令に基づく監督官
の権限行使で、国際労働機関の「工業及び商業における労働監
督に関する条約」（８１条）において、「昼夜いつでも、自由かつ予
告なしに立ち入ること」ができるとされており、原則として予
告なしに行われます。

２．臨検監督の対象となる場合（数は少ないですが…）
　労働災害が発生した場合や、労働者から労働基準法や労働安
全衛生法などの法令違反について労基署に申告（＊）があった
場合は臨検監督の対象となります。
＊労働基準法１０４条、労働安全衛生法９７条等により、労働者に認
められた権利で、労基署への申告を理由として解雇、配置転
換、降格等不利益な取扱いをすることを罰則付きで禁止して
います。

３．生命・健康へのリスクが高い業種・事業場を対象
　労基署のミッション「働く方々の生命・健康を守ること」を
効率的に達成すべく、生命・健康へのリスクが高いと推定され

る業種や事業場を最優先に臨検監督を行っています。

４．長時間労働・過重労働リスクは最優先
　例えば、次のような場合、生命・健康へのリスクが高く臨検
監督の対象となります。
①長時間・過重労働のおそれのある事業場
　特に「時間外・休日労働時間数が１か月当たり８０時間を超
えていると考えられる事業場及び長時間にわたる過重な労働
による過労死等に係る労災請求が行われた事業場」について
は全て臨検監督の対象とされています。（令和４年度兵庫労働
局行政運営方針）

②労働災害が多い業種
　労基署によっても違ってきますが、建設業、製造業等労働
災害の多い業種。

③特定化学物質や石綿等労働者に健康障害リスクのある物質を
取扱っている事業場

５．臨検監督の目的
　労基署は前記４の基準で対象事業場を選定して臨検監督を
行っています。法令遵守の良好な事業場であっても前記４の基
準に該当すれば臨検監督の対象となることがあります。
　臨検監督で「送検手続（刑事処分に向けての手続）をとるこ
とがある。」旨の警告文付きの文書が交付されることもあります
が、臨検監督の目的は指摘された事項を改善し、より良い職場
環境をつくることにあります。刑罰を科すことが目的ではあり
ません。より良い職場環境づくりの一つのチャンスと捉えてい
ただければと思います。

労務相談員 瓜 生 裕 一

31

労働基準監督署の調査

Ｑ

Ａ

 問合せ先 　姫路経営者協会（ TEL：079‐ 288‐ 1011　E‐mail：keikyo＠h-keikyo.gr.jp）

　また、事務局では、労務相談員以外にも会員企業の労務・人事担当者から得られた情報（企業名は匿名）や労務専門機関の
書籍等の情報もございますので、労務・人事に関するお悩みがある場合は労務相談員とあわせて事務局もご活用ください。

姫路経営者協会では労務相談を随時受付けております！
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会 員 情 報

＜順不同・敬称略＞

◆日本化薬株 姫路工場◆

①代表者名　②所在地
③業種　　　④紹介会社

新入会員紹介

◆株アサヒ商事◆
① 白石　千恵 氏
② 姫路市南条３丁目１１８‐６
③ 商社、工具・砥石・機械加工

◆キリンビール株
 姫路支店◆　
① 岩佐　憲一 氏
② 姫路市北条口２丁目７ ６Ｆ
③ 食品

◯新  工　　場　　長　西村　剛一 氏
◯旧  工　　場　　長　佐藤　英史 氏

代表者変更
◆高尾製粉製麺株◆
◯新  代 表 取 締 役　高尾亮太朗 氏
◯旧  代 表 取 締 役　高尾　政秀 氏

理事・代表者変更

◆原鉄工株◆
◯新  代表取締役社長　原　　広之 氏
◯旧  代表取締役社長　原　　孝史 氏

会員数推移データ（R５．１．１時点）
６５９全　　体
４３４第一部会（従業員数１００人未満）
１３５第二部会（従業員数１００人以上５００人未満）
８４第三部会（従業員数５００人以上）
６団　　体

噛お願い噛
会員情報に変更がございましたら
事務局までお知らせください。

　会報Bridge１・２月号をお読みいただき、ありがとうござ
います。
　今号では、特集において「親子ふれあいイベント ～SDGs

を学ぼう！～」の開催報告を掲載しています。コロナ禍を経て３年ぶりの開催となり、
ご参加いただいた親子でふれあいながら、楽しんでSDGsについて学んでいただきま
した。
　また今後会報誌の紙面をより充実させていきたいと考えております。特集してほし
いことや取り上げてほしいテーマなどご意見・ご要望がございましたら、是非右記経
営者協会HP問い合わせフォームまでお寄せください。

～いつもアンケートにお答えいただいている皆様へ～
　励ましのお言葉や参考になるテーマをお寄せいただき、ありがとうございます。す
べて漏らさず拝見しております。今後ともご協力いただけますと幸いでございます。

編 集 後 記

事務局
渋 谷 光 太

▲ 問い合わせ
　 フォーム

参加企業（50音順）
青山開発株（青山ゴルフクラブ）、株アサヒ商事、株市川
電機製作所、株イチロウ産業、（一社）京都工場保健会 姫
路事務所、協和精工株、株グリーンテック 姫路営業所、
有高石印刷、ツボサカ機鋼株、東洋テック姫路株、パナ
ソニックエレクトリックワークス池田電機株、姫路市ゴ
ルフ協会、株藤橋商店、株寳角ギヤー、有松本保険設計、
湊ハマ株、株三輪、株山崎製作所

　去る、11月19日（土）、青山ゴルフクラブにて、原則会員事業所を対象に業種・年齢・性別を超えた
「ペアCUPゴルフコンペ」を開催しました。今回は、昨年までの「企業対抗ゴルフコンペ」から参加条
件やルール等を一部、リニューアルしました。
　当日は、28ペア56名の方々にご参加いただき、楽しい交流の場となりました。
　来年度も開催予定ですので、皆様のご参加をお待ちしております！

第1回ペアCUPゴ ルフコ ンペを開催 しま し た！
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